
■構成員と従業員■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 414号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

3/18 のチャレンジアシストプログラム合同報告会は、久しぶりのリアル開催で、若い仲間たちと出会うことが

できました。 

熱い職員土屋さん、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

・ 

それと、今月から横浜反町・いづみプロジェクトの活動日を火曜日に変更いたしました。 

これまでは、日曜日のお誘いにお答えできなかったのですが、コロナマスクも解除となったので、今後はジャ

ンジャンお誘い下さい。 

まずは毎月第 4日曜日、名栗の森オーナーシップクラブの現地例会を再開したいと思います。 

今晩 19 時よりオンライン例会を開催し、活動内容を相談しますので、興味のある方はこのメールに返信してく

ださい。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：構成員と従業員 

 

社員（しゃいん）という言葉には、以下の 2つの意味があり、多くの人がこれらを区別できずにいる。 

一つは法的な概念としての「社員」で、社団の構成員を指す。 

例えば、一般社団法人や特定非営利活動法人（NPO 法人）の社員や会員、会社の場合は出資者（株式会社にお

いては株主）のこと。 

法人の構成員たる社員によって構成される社員総会が、その法人の最高意思決定機関となる。 



もう一つは通俗用語としての「社員」で、会社の従業員を指す。 

国語辞書を引くと、むしろこちらの意味が第一義とされる場合が多く、役員に対する社員とか、非正規雇用者

に対する正規雇用者を意味する言葉として用いられる。 

社団法人や官庁、自治体などで会社以外の法人で雇用される労働者は、「社員」でなく「職員」と呼ばれること

が多いようだ。 

・ 

このことは、これまで何度も書いてきたことなのだが、法人新設に際して説明が不要だった試しが無い。 

社団の構成員は、本来法律用語である「社員」とすべきなのに、従業員と混同せぬよう「会員」とするのは本

末転倒だ。 

そして、株式会社は株主を「社員（構成員）」とすべき法人なのに、従業員つまり労働者を「社員」と位置付け

ることで、株主（社員）だけでなく、労使双方を含むすべての構成員が、勘違いしていると言っても良い。 

法人：corporation、社員：employee、社団：society、会員：member、会社：company など、対応する英語

と比較しても、その混乱がくみ取れる。 

ここでは、日本流日本語的用法に基づいて、議論を進めたいと思う。 

・ 

さて、今日は「社員」に内在する「構成員」と「従業員」の違いについて考えたい。 

「構成員」とは、株式会社の株主や、社団法人の社員のことで、法人を担う主体を意味する。 

これに対し、「従業員」とは、法人を雇用主とする従者であり、「構成員」と「従業員」は主従関係にある。 

株式会社では、株主は取締役を雇用し、取締役が社員（従業員）を雇用する。 

代表取締役は取締役会の代表者で、社長は社員（従業員）のリーダーだ。 

したがって、資本金を全額出資している代表取締役社長とは、一人で株主と取締役と社員を兼任していること

になるのだが、大多数の中小企業はまさにこの形式なので、「構成員」と「従業員」の区別など思いもよらない

はず。 

むしろわが国では、投資家と事業家や、雇用者と就労者等の対立関係ばかりが関心事となっていった。 

だが、組織の存続や事業の承継を考えた時、乗り越えるべき障壁はこの対立関係でなく、むしろ区別内にある。 

つまり、いかにして次世代の構成員と、次世代の従業員を育て、継続的に合意を維持できるかという問題だ。 

・ 

そこで大切なことは、先ほど述べた「構成員と従業員が社員の中に同居する」ことだ。 

社団法人の「社員」は、法人が所有する財産を共有（総有）し支配する「構成員」であると同時に、法人事業

に携わる「従業員」でもある。 

封建社会に例えれば、君主一族の「構成員（家族）」と同じこと。 

すでに封建的支配体制は解体され、民主化の流れは止められないが、その流れは 2つの向きに分岐した。 

一方の流れは、「従業員（かつての奴隷）」から「構成員（経済的成功者）」を目指す資本主義の道。 

もう一方は、「構成員（支配者）」から「従業員（平等な労働者）」を目指す社会主義の道。 

だが結局、前者は少数の成功者による搾取が続き、後者は平等を管理する独裁を招いている。 

民の一部が成功して主になるか、民の平等を実現する主に頼るのか、民主主義は、2つの解釈に割れている。 

・ 

そこで、僕が掲げた「みんなで地主」は、民（皆）が主になる第 3の民主主義を標榜する。 

これは、既存の民主主義を否定するのでなく、3つ目の選択肢としての提案だ。 

社会を「株式会社で構築する資本主義」や、「国営企業で構成する社会主義」でなく、「社団法人で構成する民

主主義」が有っても良いと僕は思う。 

社団法人とは、corporation of society であり、これを略して community ってどうだろう。 



「やりたいことを仕事にする」とは、やりたいことを共有する構成員が、自ら従業員として働くこと。 

多様な価値観を共有する、多様なコミュニティが、多様な社会（小さな国）を作り出し、血縁で繋がるのでな

く夢で繋がる社会を作りたい。 

さあ、あなたの疑問、質問、反論が楽しみだ。 

 

https://nanoni.co.jp/20230317/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：申込不要、〇：申込必要、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）03/21 なのに（各所）作業日 

   交流×：13-14時 Tさん葬儀（市ヶ谷） 

   交流〇：19-21時 名栗の森年次総会（オンライン） 

（水）03/22 なのに（世田谷）作業日 

（木）03/23 なのに（各所）作業日 

   相談×：08-10時 かわじさん（笑恵館） 

会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

（金）03/24 なのに（世田谷）作業日 

（土）03/25 なのに（世田谷）作業日 

 交流◎：09-12時 よろず相談会（笑恵館） 

（日）03/26 なのに（各所）作業日 

交流〇：14-16時 落合さん講演会（成城） 

（月）03/27 なのに（世田谷）作業日 

 会議◎：20-21時 100smiles会議（オンライン） 

 

■今後の予定 

03/28 交流◎：09-17時 いづみプロジェクト説明会_4火（反町） 

03/28 会議〇：20-21時 LR定例営会議_4火（オンライン） 

03/29 交流◎：18-20時 住人食事会（笑恵館） 

04/01 交流◎：09-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

04/02 会議◎：10-12時 八島花文化財団理事M_1日（オンライン） 

04/04 会議×：10-12時 LRL理事会（反町） 

04/11 交流◎：09-17時 いづみプロジェクト説明会_2火（反町） 

04/11 会議〇：20-21時 LR定例営会議_2火（オンライン） 

04/13 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

04/16 会議〇：21-22時 八島花文化財団事務局MTG_3日（オンライン） 

04/17 交流○：15-17時 笑恵館女子会_3月（笑恵館） 

04/20 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

04/20 交流◎：18-20時 完全持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 



04/20 会議〇：21-22時 ARこども書籍 PJT_3木（オンライン） 

04/23 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会（飯能） 

04/27 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

https://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 



http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


